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み
ど
り
湖
畔
の
雪
解
け
と
と
も
に
、

約
４
，０
０
０
株
の
水
芭
蕉
が
真
っ
白
い

苞
に
包
ま
れ
た
可
憐
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

 

み
ど
り
湖
の
水
芭
蕉
は
、昭
和
61
年

に
地
元
の
愛
好
家
が
植
え
た
の
を
き
っ

か
け
に
、み
ど
り
湖
水
芭
蕉
の
会
の
皆

さ
ん
が
株
分
け
し
な
が
ら
現
在
も
大

切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

毎
年
4
月
中
旬
に
は「
み
ど
り
湖
水

芭
蕉
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。地
元

の
有
志
に
よ
っ
て
甘
酒
や
コ
ー
ヒ
ー
が

振
る
舞
わ
れ
、コ
ー
ラ
ス
隊
や
楽
器
の

演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
み
ど
り
湖
付
近
で
は
、春
の
訪

れ
を
感
じ
る
カ
タ
ク
リ
や
キ
ク
ザ
キ
イ

チ
ゲ
、満
開
の
山
桜
な
ど
の
花
の
姿
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
出
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

━━━━　み ど り 湖  綿 帽 子 の 水 芭 蕉 　━━━━

周
辺
探
訪
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令
和
５
年
度
地
区
懇
談
会
が
12
月
13
日

の
北
小
野
地
区
か
ら
１
月
27
日
に
か
け
11

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
塩
尻

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
の
保
健
師
さ
ん
に

よ
る
健
康
講
話
が
あ
り
、
岩
下
理
事
長
の

挨
拶
に
続
き
事
務
局
よ
り
資
料
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
地
区
ご
と

に
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
出
席
率
は
41
・
7
％
で
し
た
。

大
切
な
懇
談
会
で
す
。
都
合
を
つ
け
仲
間

と
の
懇
談
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
５
年
度
独
自
事
業
お
正
月
松
飾
り

の
活
動
を
、
11
月
よ
り
門
松
班
14
名
に
て
、

　

12
月
19
日
、
大
門
保
育
園
の
年
長
児
20

人
と
門
松
班
の
会
員
で
、
門
松
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
義
援
金
を

送
る
た
め
事
務
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま

し
た
。年
末
ま
で
受
付
て
い
ま
す
の
で
事
務

所
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

互
助
会
会
員
新
年
会
に
て
募
金
し
て
い

た
だ
い
た
会
員
さ
ん
の
善
意（
４
１
，８
４
７

円
）は
、1
月
22
日
に
市
役
所
福
祉
課
へ
正

副
理
事
長
、互
助

会
長
が
代
表
し

て
届
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
少
な
い

で
す
が
、少
し
で

も
力
に
な
れ
た
ら

と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

3
月
12
日
に
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お

い
て
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
、
19
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

塩
尻
警
察
署
交
通
課
柴
田
様
に
よ
る
交

通
安
全
講
話
、
ビ
デ
オ
の
上
映
と
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
交
通
安
全
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危

険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
実
施
し
、
事

故
の
多
い
ケ
ー
ス
を
疑
似
体
験
す
る
事
で
、

危
険
予
知
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
塩
尻
管
内
で
は
、
車
同
士
の
「
追
突

事
故
」
と
「
出
会
い
頭
事
故
」
が
多
く
発

生
し
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
を

し
な
い
、
車
間
距
離
を
十
分
と
る
と
い
っ

た
基
本
の
安
全

対
応
が
大
切
と

の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習

会
で
学
ん
だ
事

を
忘
れ
ず
に
、よ

り
一
層
交
通
安

全
に
心
が
け
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

製
作
を
始
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
門
松
３
３
７
基
、

玄
関
松
飾
り
を
１
０
２
セ
ッ
ト
と
昨
年
を

8.1
％
上
回
る
売
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

材
料
の
確
保
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
る

中
で
、
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
励
み

に
、
今
年
度
も
一

つ
ず
つ
丁
寧
に
作

製
し
ま
し
た
。

　

12
月
27
日
に
は

塩
尻
市
役
所
と
朝

日
村
役
場
へ
門
松

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
10
年
前
か
ら
続
け
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
休
み
、
昨
年
か
ら

再
開
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
門
松
会
員
と
一
緒
に
、

組
立
て
作

業
を
楽
し

ん
で
や
っ

て
い
ま
し

た
。
作
製

し
た
2
基

の
門
松
は

保
育
園
で

飾
っ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

塩尻東地区塩尻東地区

朝日地区朝日地区

地
区
別
懇
談
会

大
門
保
育
園
児
と

門
松
作
り
交
流

能
登
半
島
地
震

義
援
金
募
金
箱
設
置

門
松
製
作
販
売

安
全
運
転
講
習
会
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�

山
崎
　
峰
子
さ
ん

�

（
宗
賀
２
班
）

①
い
ろ
い
ろ
と
経
験
を
持
っ
た
人
た
ち

と
話
が
し
た
い
と
思
っ
た
た
め
。

②
お
花
を
育
て
る
こ
と
。
仲
間
と
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
。

③
広
報
仕
分
け
作
業
（
1
回
／
月
）

　
交
通
量
調
査
（
２
回
／
年
）

④
重
た
い
も
の
を
持
つ
の
で
、
腰
を
痛

め
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

⑤
く
よ
く
よ
し
な
い
。
体
を
動
か
す
こ

と
。

⑥
健
康
に
気
を
つ
け
て
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
で
、
仲
間
と
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
た
い
。

�

足
助
　
修一さ
ん

�

（
塩
尻
東
２
班
）

①
健
康
に
は
恵
ま
れ
て
お
り
、
退
職
後

何
か
良
い
仕
事
が
あ
る
か
考
え
て
い

た
所
、
先
輩
に
声
を
か
け
て
も
ら
い

入
会
し
ま
し
た
。

②
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

等
③
施
設
の
清
掃
、
電
話
番
、
利
用
者
様

ご
家
族
の
ご
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
夜
間
巡
回
時
に
は
各
箇
所
の
施
錠
、

火
の
用
心
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

⑤
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
、
休

日
少
々
の
酒
を
飲
む
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

⑥
健
康
に
留
意
し
て
楽
し
く
長
く
働
き

た
い
で
す
。

会員さんへ
　インタビュー

①シルバーに入会した理由は？
②趣味を教えてください。
③現在シルバーでのお仕事は？
④仕事中、安全に気を付けている事は？
⑤健康の秘訣は何ですか？
⑥今後の抱負を教えてください。

・包丁400円　・出刃包丁500円　・草刈鎌350円　・刈込み鋏（柄つき）650円　・剪定鋏450円
・その他の刃物　別途ご相談（刃こぼれ直し 小100円、大200円　錆び取り100円）

定例開催　シルバー事務所
開催日：４月から12月までの
　　　　原則、第２と第４月曜日

受付窓口：塩尻地域シルバー人材センター事務所
　　　　　（大門神社斜め前）
受付時間：午前８時30分～11時

令和６年
 4月 8日㈪・22日㈪
 5月 13日㈪・27日㈪
 6月 10日㈪・24日㈪
 7月 8日㈪・22日㈪
 8月 5日㈪・26日㈪
 9月 9日㈪・24日㈫
 10月 15日㈫・28日㈪
 11月 11日㈪　　　　 
 12月 2日㈪　　　　 

地区開催　各地区
開催日・場所

受付時間：午前８時30分～11時
最終の受渡し：正午を超える場合は、
　　　　　　　シルバー事務所で
　　　　　　　保管します。

お問い合わせは： 電話　54-4567

令和６年

 4月 16日㈫ えんてらす

 6月 4日㈫ 朝日村中央公民館

 8月 19日㈪ 吉田支所

 10月 1日㈫ 朝日村中央公民館

 10月 20日㈰ 塩尻東支所
   （地区文化祭）

※8/5・11/11は第1月曜
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今
年

　

今
年
66
月
に
新
壱
万
円
札
の
肖
像
と

月
に
新
壱
万
円
札
の
肖
像
と

な
る
渋
沢
栄
一
は
、
明
治
６
年
大
蔵
官

な
る
渋
沢
栄
一
は
、
明
治
６
年
大
蔵
官

僚
を
や
め
て
、
も
と
も
と
希
望
し
て
い

僚
を
や
め
て
、
も
と
も
と
希
望
し
て
い

た
実
業
界
入
り
を
果
た
し
、
私
財
を
投

た
実
業
界
入
り
を
果
た
し
、
私
財
を
投

じ
な
が
ら
、
第
一
国
立
銀
行
、
帝
国
ホ

じ
な
が
ら
、
第
一
国
立
銀
行
、
帝
国
ホ

テ
ル
な
ど
四
百
九
十
社
余
の
会
社
設
立

テ
ル
な
ど
四
百
九
十
社
余
の
会
社
設
立

と
大
学
校
、
東
京
株
式
取
引
所
設
立
を

と
大
学
校
、
東
京
株
式
取
引
所
設
立
を

行
い
日
本
資
本
主
義
の
父
と
言
わ
れ
た
。

行
い
日
本
資
本
主
義
の
父
と
言
わ
れ
た
。

　

彼
の
信
条
と
し
て
い
る
「
論
語
と
算

　

彼
の
信
条
と
し
て
い
る
「
論
語
と
算

盤
」
の
中
に
「
子
曰
く
吾
十
五
に
し
て

盤
」
の
中
に
「
子
曰
く
吾
十
五
に
し
て

学
を
志
す
、
三
十
に
し
て
立
つ
、
四
十

学
を
志
す
、
三
十
に
し
て
立
つ
、
四
十

に
し
て
惑
わ
ず
、
五
十
に
し
て
…
」
と

に
し
て
惑
わ
ず
、
五
十
に
し
て
…
」
と

あ
る
が
、
彼
は
四
十
の
不
惑
を
七
十
歳

あ
る
が
、
彼
は
四
十
の
不
惑
を
七
十
歳

位
か
ら
手
に
入
れ
た
と
言
っ
て
い
る
。

位
か
ら
手
に
入
れ
た
と
言
っ
て
い
る
。

　

さ
て
私
自
身
に
当
て
は
め
て
み
る
と

　

さ
て
私
自
身
に
当
て
は
め
て
み
る
と

8080
歳
過
ぎ
て
も
ま
だ
不
惑
の
境
地
に
は

歳
過
ぎ
て
も
ま
だ
不
惑
の
境
地
に
は

達
し
て
い
な
い
。
渡
辺
真
知
子
の
「
迷

達
し
て
い
な
い
。
渡
辺
真
知
子
の
「
迷

い
道
く
ね
く
ね
。
」
と
歌
い
な
が
ら
、

い
道
く
ね
く
ね
。
」
と
歌
い
な
が
ら
、

今
も
歩
ん
で
い
る
。
皆
さ
ん
は
い
か
が

今
も
歩
ん
で
い
る
。
皆
さ
ん
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
、
迷
い
な
が
ら

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
、
迷
い
な
が
ら

も
自
分
ら
し
く
楽
し
く
、
生
き
生
き
と

も
自
分
ら
し
く
楽
し
く
、
生
き
生
き
と

過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

編
集
委
員

　
　
　
　

編
集
委
員��

長
村　

隆
至

長
村　

隆
至

��

水
野
有
為
子

水
野
有
為
子

��

　

篠
宮　

康
夫

　

篠
宮　

康
夫

小
林
ま
ち
子

小
林
ま
ち
子

��

中
嶋　

勝
義

中
嶋　

勝
義

　
　

業
務
担
当

�

長
澤　

卓
彦

　

今
年
で
設
立
40
周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
に
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
の
セ
ン

タ
ー
発
展
の
た
め
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

配
分
金
の
振
込
日
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

４
月
15
日
㈪　
　

７
月
16
日
㈫

　
　

５
月
15
日
㈬　
　

８
月
15
日
㈭

　
　

６
月
17
日
㈪　
　

９
月
17
日
㈫

◎
６
月
振
込
の
配
分
金
よ
り
令
和
６
年
度

の
年
会
費
を
天
引
き
し
ま
す
。

　

会
費
に
満
た
な
い
配
分
金
額
の
方
や
未

就
業
の
方
、
派
遣
給
与
の
み
の
方
は
銀
行

振
込
用
紙
の
つ
い
た
「
会
費
納
付
依
頼

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
銀
行
振
り
込
み
か
事
務
所
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
口
座
振
替
や
自
動
引
き
落
と
し
で
は
な

い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
派
遣
給
与
は
月
末
の
銀
行
営
業
日
に
振

込
と
な
り
ま
す
。

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

お
悔
み

寺　

西　

好　

則	

（
大
門
１
班
）

西　

野　
　
　

稔	

（
大
門
３
班
）

小　

沢　

安　

夫	
（
塩
尻
東
１
班
）

畔　

出　

み
さ
江	
（
広
丘
１
班
）

大　

内　

知　

子	

（
高
出
１
班
）

市　

川　

教　

子	

（
宗
賀
２
班
）

中　

原　

典　

寸	

（
宗
賀
２
班
）

大　

月　

光　

子	

（
北
小
野
班
）

大　

月　

れ
い
子	

（
朝
日
班
）

平　

波　

敬　

子	

（
大
門
２
班
）

寺　

沢　
　
　

隆	

（
大
門
２
班
）

菅　

原　

廣　

男	

（
大
門
３
班
）

米　

窪　

紀
穂
子	

（
塩
尻
東
３
班
）

上　

野　

博　

文	

（
片
丘
班
）

伊　

藤　

久　

行	

（
広
丘
２
班
）

上　

条　

和　

子	

（
広
丘
２
班
）

山　

本　

美
知
子	

（
広
丘
３
班
）

吉　

江　

ま
つ
子	

（
広
丘
３
班
）

大　

和　

美　

子	

（
高
出
１
班
）

村　

上　

忠　

清	

（
吉
田
１
班
）

林　
　
　

好　

孝	

（
吉
田
２
班
）

清　

水　

倫　

成	

（
吉
田
２
班
）

清　

水　

登
志
子	

（
吉
田
２
班
）

石　

井　

幸　

司	

（
洗
馬
班
）

大　

沢　

文　

子	

（
洗
馬
班
）

青　

柳　

千　

富	

（
洗
馬
班
）

斉　

藤　

岳　

志	

（
宗
賀
１
班
）

石　

井　
　
　

実	

様
（
大
門
３
班
）

白　

木　

健　

三	

様
（
塩
尻
東
１
班
）

御
子
柴　

勝　

男	

様
（
広
丘
３
班
）

神　

成　

一　

枝	

様
（
宗
賀
１
班
）

遠　

藤　

一　

夫	

様
（
楢
川
班
）

田　

中　

や
よ
い	

様
（
朝
日
班
）

手　

塚　

義　

高	

（
宗
賀
２
班
）

竹　

内　

正　

之	

（
北
小
野
班
）

青　

沼　

紀　

子	

（
北
小
野
班
）

柳　

沢　

文　

子	

（
朝
日
班
）

編
集
後
記

お
知
ら
せ

人
事
異
動

就
任
挨
拶

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

令
和
5
年
12
月
23
日
～

�
令
和
6
年
3
月
22
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

配
分
金
の
振
込
日
に
つ
い
て

退
　
職
　
　
３
月
31
日
付

�

大
谷　

久
美
子

�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採
　
用
　
　
４
月
１
日
付

�

長
澤　
　

卓
彦

第
14
回
定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

5
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

　

場　

所　

レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

〇
是
非
、
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。


